
『
暮
ら
し
の
安
心
・
信
頼
・
社
会
参
加
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
』
二
〇
一
〇
年
社
会
関
係
資
本
全
国
調
査
の
概
要
（
稲
葉
）

（
一
〇
七
）

は
じ
め
に

筆
者
は
二
〇
一
〇
年
九
月
初
旬
か
ら
一
〇
月
初
旬
に
か
け
、
郵

送
法
に
よ
り
『
暮
ら
し
の
安
心
・
信
頼
・
社
会
参
加
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
』
を
実
施
し
た
。
本
調
査
は
信
頼
、
規
範
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
社
会
関
係
資
本
を
調
査
対
象
と
し
て
い
る
。
全

国
の
二
〇
歳
か
ら
七
九
歳
ま
で
の
住
民
を
母
集
団
と
し
て
、
大
都

市
・
人
口
一
〇
万
人
以
上
の
都
市
・
そ
の
他
に
分
け
た
地
域
か
ら

無
作
為
に
合
計
五
〇
地
点
を
抽
出
し
、
さ
ら
に
各
地
点
の
住
民
基

本
台
帳
か
ら
無
作
為
に
四
〇
〇
〇
名
を
抽
出
し
調
査
票
を
郵
送
し
、

一
五
九
九
票
の
有
効
回
答
（
回
答
率
四
〇
％
）
を
得
た
。
本
稿
で

は
そ
の
概
要
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
あ
わ
せ
て
個
票
デ
ー
タ
に

よ
る
調
査
項
目
間
の
相
関
、
そ
れ
ま
で
に
実
施
し
た
同
内
容
の
質

問
票
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と
の
比
較
を
行
う
。

『
暮
ら
し
の
安
心
・
信
頼
・
社
会
参
加
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
』
二
〇
一
〇
年
社
会
関
係
資
本
全
国
調
査
の
概
要

稲
　
　
葉
　
　
陽
　
　
二

研
究
ノ
ー
ト

一
一
一
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い
る
の
で
、
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

1
−

2�　

調
査
・
実
施
主
体　

日
本
大
学
法
学
部　

稲
葉
陽
二

研
究
室

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
は
社
団
法
人
新
情
報
セ
ン
タ
ー
に
委
託

1

−

3　

調
査
関
連
期
間　

調
査
票
の
検
討　

二
〇
一
〇
年
四
月
～
八
月

調
査
実
施
期
間　

二
〇
一
〇
年
九
月
六
日
～
一
〇
月
五
日

1

−

4�　

調
査
方
法　

層
化
二
段
階
無
作
為
抽
出
郵
送
法
（
配

付
・
回
収
と
も
）

1

−

5�　

母
集
団
と
調
査
対
象
者
、
対
象
者
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ

方
法

［
母
集
団
］
全
国
の
二
〇
才
か
ら
七
九
才
の
居
住
者

［
対
象
者
］
全
国
五
〇
地
点
に
お
け
る
居
住
者
四
〇
〇
〇
名

［
サ
ン
プ
リ
ン
グ
方
法
］
住
民
基
本
台
帳
か
ら
の
無
作
為
抽
出
法

１
．
二
〇
一
〇
年
郵
送
法
調
査
の
概
要

1

−

1　

調
査
目
的
と
設
問
（
１
）

［
目
的
］

外
部
性
を
伴
う
信
頼
・
規
範
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
社
会
関

係
資
本
を
、
一
般
的
信
頼
、
社
会
交
流
・
社
会
参
加
の
観
点
か
ら

明
ら
か
に
す
る
。
併
せ
て
、
社
会
関
係
資
本
と
健
康
（
主
観
的
健

康
、
抑
う
つ
度
）・
所
得
格
差
（
市
町
村
別
ジ
ニ
係
数
）
と
の
関

連
を
検
証
す
る
。
社
会
関
係
資
本
に
は
一
般
的
信
頼
な
ど
認
知
的

な
も
の
と
、
社
会
交
流
・
社
会
参
加
の
側
面
か
ら
み
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
な
ど
の
構
造
的
な
も
の
に
分
か
れ
る
が
、
本
調
査
は
そ
の

双
方
を
調
査
対
象
と
し
て
い
る
。

［
調
査
内
容
・
設
問
］

1
．他
人
へ
の
信
頼
、
2
．日
常
的
な
付
き
合
い
、
3
．地
域
で

の
活
動
状
況
、
4
．生
活
の
満
足
度
、
心
配
ご
と
、
組
織
へ
の
信

頼
、
5
．主
観
的
健
康
と
生
活
で
の
積
極
性
、
6
．寄
付
・
募
金

活
動
、
7
．腐
敗
行
為
に
た
い
す
る
許
容
度
、
8
．回
答
者
の
属

性
な
お
、
調
査
票
を
付
属
資
料
と
し
て
本
稿
の
最
後
に
掲
載
し
て

一
一
一
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・
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ケ
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二
〇
一
〇
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社
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係
資
本
全
国
調
査
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概
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稲
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（
一
〇
九
）

長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
研
究
所
（
東
京
都
老
人
総
合
研
究
所
）
の
倫

理
委
員
会
の
承
認
を
得
た
形
式
を
用
い
て
い
る
。

な
お
、
表
2
は
二
〇
一
〇
年
調
査
以
外
に
過
去
に
筆
者
お
よ
び

内
閣
府
が
実
施
し
た
七
つ
の
調
査
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
調
査
三
件
、
郵
送
法

調
査
四
件
）
の
結
果
概
要
も
示
し
て
あ
る
。
内
閣
府
の
二
〇
〇
三

年
調
査
は
郵
送
法
調
査
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
調
査
の
双
方
を
実
施
し
て
お
り
、

二
〇
〇
五
年
調
査
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
調
査
の
み
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
Ｗ
Ｅ

Ｂ
調
査
と
し
て
、
二
〇
〇
八
年
に
稲
葉
と
日
本
総
研
が
共
同
で
調

査
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
筆
者
独
自
に
二
〇
〇
六
年
Ａ
銀
行

の
Ｏ
Ｂ
会
メ
ン
バ
ー
へ
の
郵
送
法
調
査
、
二
〇
〇
八
年
長
野
県
須

坂
市
の
協
力
を
得
て
同
市
で
の
郵
送
法
調
査
、
二
〇
〇
九
年
徳
島

県
上
勝
町
で
上
勝
町
診
療
所
と
共
同
で
郵
送
法
調
査
を
実
施
し
て

お
り
、
こ
れ
ら
の
調
査
の
結
果
概
要
も
表
2
に
掲
載
し
て
あ
る
。

二
〇
一
〇
年
調
査
に
よ
る
と
、
認
知
的
な
社
会
関
係
資
本
の
指

標
で
あ
る
「
一
般
的
信
頼
」
で
は
「
ほ
と
ん
ど
の
人
は
信
頼
で
き

る
」（
九
段
階
評
価
の
上
位
三
段
階
合
計
）
が
二
七
・
九
％
で
あ
る

が
、
も
う
少
し
対
象
を
絞
っ
た
「
旅
先
で
の
信
頼
」（
九
段
階
評

価
の
上
位
三
段
階
合
計
）
は
そ
れ
よ
り
低
く
二
一
・
三
％
と
な
っ

て
い
る
。

こ
の
ほ
か
認
知
的
な
信
頼
で
も
対
象
を
よ
り
具
体
的
に
し
た
特

1

−

6　

調
査
配
票
数
・
回
収
数
・
回
収
率

［
配
票
数
］　

四
〇
〇
〇
票

［
回
収
数
］　

一
六
〇
三
票
（
う
ち
有
効
一
五
九
九
票
、
無
効
四
票
）

［
有
効
回
収
数
］　

四
〇
・
〇
％ 

（
一
五
九
九
票
／
四
〇
〇
〇
票
）

1

−

7　

調
査
実
施
メ
ン
バ
ー

研
究
代
表
者　

稲
葉
陽
二
、
研
究
協
力
者　

菅
野
剛
、
緒
方
淳

子
、
調
査
実
施
と
回
答
の
入
力
は
社
団
法
人
新
情
報
セ
ン
タ
ー
に

委
託1

−

8　

記
述
統
計
量
と
回
答
者
の
属
性

２
．
調
査
結
果
の
概
要

表
2
は
集
計
値
か
ら
み
た
本
調
査
の
結
果
を
示
し
て
い
る
。
本

調
査
の
質
問
票
は
、
内
閣
府
が
二
〇
〇
三
年
と
二
〇
〇
五
年
に
実

施
し
た
調
査
（
主
査
は
と
も
に
大
阪
大
学
山
内
直
人
教
授
、
株
式

会
社
日
本
総
研
へ
委
託
）
で
用
い
た
も
の
を
ベ
ー
ス
と
し
て
い
る

が
、
主
観
的
健
康
と
生
活
で
の
積
極
性
（
抑
う
つ
度
）、
寄
付
・

募
金
活
動
、
腐
敗
行
為
に
対
す
る
許
容
度
を
新
た
に
加
え
て
い
る
。

主
観
的
健
康
と
生
活
で
の
積
極
性
に
関
す
る
問
い
は
東
京
都
健
康

一
一
一
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表 １　記述統計量　回答者の属性

N 平均・構成比（％）
性別
　男 724 45.3
　女 875 54.7

標準偏差 範囲
年齢 1599 51.4歳 16.0 20-79

職業
　自営業 199 12.4
　経営者 44 2.8
　民間勤め人 442 27.6
　公務員・教員 76 4.8
　パート 248 15.5
　学生 36 2.3
　無職 215 13.4
　専業主婦・主夫 286 17.9

居住形態
　持ち家 1269 80.1
　借家 304 19.9

最終学歴
　小中学校 184 11.6
　高等学校 625 39.5
　専修学校ほか 172 10.9
　高専・短大 177 11.2
　大学 376 23.8
　大学院 37 2.3

世帯年収
　200万円未満 129 8.8
　200 ～ 400万円未満 354 24.0 最頻値
　400 ～ 600万円未満 319 21.6 中位数
　600 ～ 800万円未満 219 14.8
　800 ～ 1000万円未満 161 10.9
　1000 ～ 1200万円未満 79 5.4
　1200万円以上 101 6.9

一
一
一
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暮
ら
し
の
安
心
・
信
頼
・
社
会
参
加
に
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ア
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ケ
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査
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二
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年
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表
2
　
調
査
結
果
（
集
計
値
）
の
概
要

調
査
名

（
調
査
年
）

類
型

一
般
的
信
頼

特
定
化
信
頼

つ
き
あ
い

社
会
参
加

設
問

一
般
的
な

信
頼

旅
先
で
の

信
頼

近
所
の

人
々
へ
の

信
頼

家
族
へ
の

信
頼

親
戚
へ
の

信
頼

友
人
・
知
人

へ
の
信
頼

職
場
の

同
僚
へ
の

信
頼

近
所

づ
き
あ
い
の

程
度

近
所

づ
き
あ
い
の

人
数

友
人
・
知
人

と
の

つ
き
あ
い

頻
度

親
戚
と
の

つ
き
あ
い

頻
度

職
場
の

同
僚
と
の

つ
き
あ
い

頻
度

地
縁
活
動
ス
ポ
ー
ツ
・

趣
味
・

娯
楽
活
動

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・

N
P
O
・

市
民
活
動

サ
ン
プ
ル
数
ほ
と
ん
ど

信
頼
で
き
る
ほ
と
ん
ど

信
頼
で
き
る
ほ
と
ん
ど

信
頼
で
き
る
頼
り
に
な
る
頼
り
に
な
る
頼
り
に
な
る
頼
り
に
な
る
協
力
・
立
話

か
な
り

多
く
と
面
識

日
常
的
・

頻
繁

日
常
的
・

頻
繁

日
常
的
・

頻
繁

参
加
し
て

い
る

参
加
し
て

い
る

参
加
し
て

い
る

全
国
郵
送

（
20
10
年
）

15
99

44
6

34
1

64
8

14
25

10
66

11
15

58
4

96
5

95
1

78
7

60
8

35
3

73
7

74
7

40
4

15
99

27
.9
％

21
.3
％

40
.5
％

89
.1
％

66
 .7
％

69
.7
％

36
.5
％

60
.4
％

59
.5
％

49
.2
％

38
.0
％

22
.1
％

46
.1
％

46
.7
％

25
.3
％

全
国
郵
送

（
20
03
年
）

1,
87
8

24
.8
％

18
.9
％

36
.8
％

90
.1
％

55
.5
％

63
.6
％

31
.0
％

70
.1
％

67
.7
％

57
.7
％

37
.1
%

25
.4
％

35
.5
％

30
.9
％

16
.8
％

全
国
郵
送

（
03
か
ら
10
へ
の
変
化
）

3.
1％

2.
4％

3.
7％

一
1.
0％

11
.2
％

6.
1％

5.
5％

-9
.7
％

-8
.2
％

-8
.5
％

-0
.9
％

-3
.1
％

10
.6
％

15
.6
％

8.
5％

全
国
W
E
B

（
20
08
年
）

3,
00
0

31
.3
％

25
.5
%

31
.0
％

83
.0
％

54
.4
%

64
.9
％

29
.7
％

47
.1
％

53
.3
％

43
.2
％

22
.6
％

20
.2
％

39
.7
％

23
.7
%

13
.0
%

全
国
W
E
B

（
20
05
年
）

2,
97
7

16
.0
％

─
25
.1
%

84
.8
％

50
.0
％

68
.6
％

─
37
.0
％

48
.0
％

40
.7
%

21
.5
％

─
20
.7
％

24
.4
%

12
.5
％

全
国
W
E
B

（
20
03
年
）

2,
00
0

22
.6
％

17
.2
％

25
.9
％

80
.6
％

49
.5
％

65
.8
％

29
.2
％

44
.2
%

48
.8
％

46
.0
％

19
.6
％

17
.7
％

14
.8
％

30
.4
％

8.
9%

上
勝
町

（
20
09
年
）

63
2

25
.2
％

13
.3
％

74
.2
％

93
.4
％

83
.0
％

72
.8
％

46
.7
％

81
.6
％

75
.6
％

59
.5
％

41
.3
％

28
.2
％

51
.6
％

30
.9
％

36
.0
％

須
坂
市

（
20
08
年
）

60
1

33
.8
％

22
.0
％

48
.4
％

88
.7
％

7 
1.
9％

68
.7
％

31
.9
％

72
.7
％

72
.4
％

54
.1
％

39
.6
％

20
.5
％

53
.2
％

46
.9
％

27
.3
％

銀
行
O
B
調
査

（
20
06
年
）

35
4

43
.5
％

─
14
.4
％

85
.3
％

48
.0
％

56
.8
％

─
52
.0
％

44
.9
％

42
.9
％

22
.3
％

─
18
.9
％

34
.8
％

17
.0
％

全
国
郵
送
（
20
03
年
）
は
内
閣
府
国
民
生
活
局
調
査
、
全
国
郵
送
（
20
10
年
）
は
稲
葉
調
査

全
国
W
E
B
（
20
08
年
）
は
稲
葉
・
日
本
総
研
調
査
、
全
国
W
E
B
（
20
05
年
）、
（
20
03
年
）
は
内
閤
府
調
査

上
勝
町
（
20
09
年
）
は
稲
葉
・
上
勝
町
診
療
所
共
同
調
査

須
坂
市
（
20
08
年
）
は
稲
葉
・
須
坂
市
共
同
調
査

銀
行
O
B
調
査
（
20
06
年
）
は
稲
葉
調
査一

一
一
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（
毎
日
～
週
に
数
回
程
度
）」
と
「
あ
る
程
度
頻
繁
に
あ
る
（
週
に

一
回
～
月
に
数
回
程
度
）」
の
合
計
が
四
九
・
二
％
と
約
半
数
の
人

が
週
に
一
回
以
上
友
人
・
知
人
と
の
付
き
合
い
を
も
っ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
職
場
以
外
で
の
職
場
の
同
僚
と
の
つ
き
あ
い
も
、

「
日
常
的
に
あ
る
（
毎
日
～
週
に
数
回
程
度
）」
と
「
あ
る
程
度
頻

繁
に
あ
る
（
週
に
一
回
～
月
に
数
回
程
度
）」
が
二
二
・
一
％
と
約

五
人
に
一
人
が
週
一
回
以
上
職
場
外
で
職
場
の
同
僚
と
の
付
き
合

い
が
あ
る
。
同
様
に
親
戚
・
親
類
と
週
一
回
以
上
の
つ
き
あ
い
が

あ
る
者
は
三
八
％
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
本
調
査
で
は
社
会
関
係
資
本
の
関
連
項
目
と
し
て
利

他
性
（
寄
付
・
募
金
活
動
）、
不
正
行
為
へ
の
許
容
度
、
ま
た
社

会
関
係
資
本
が
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え
ら
れ
る
生
活
満
足
度
、
一
七

項
目
に
わ
た
る
日
常
生
活
で
の
問
題
や
心
配
ご
と
、
主
観
的
健
康

（
四
段
階
評
価
）
と
生
活
で
の
積
極
性
（
抑
う
つ
度G

eriatric 
D

epression S
cale

一
五
項
目
短
縮
版
）
に
つ
い
て
も
尋
ね
て
い

る
。た

と
え
ば
、
寄
付
・
募
金
に
つ
い
て
は
回
答
者
の
七
六
・
〇
％

が
何
等
か
の
寄
付
を
行
っ
て
お
り
、「
寄
付
・
募
金
は
し
て
い
な

い
」
と
回
答
し
た
も
の
は
一
九
・
一
％
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
ほ
か
、

不
正
行
為
の
許
容
度
に
つ
い
て
は
「
脱
税
」
と
「
公
共
交
通
機
関

定
化
信
頼
で
は
、
家
族
へ
の
信
頼
が
八
九
・
一
％
と
際
立
っ
て
高

い
が
、
友
人
・
知
人
へ
の
信
頼
（「
頼
り
に
な
る
」）
も
六
九
・
七

％
と
極
め
て
高
い
。
同
様
に
親
戚
へ
の
信
頼
も
六
六
・
七
％
と
高

い
。
職
場
の
同
僚
へ
の
信
頼
は
友
人
・
知
人
の
約
半
分
の
三
六
・
五

％
と
さ
ほ
ど
高
く
は
な
い
。
ま
た
、
隣
近
所
と
の
つ
き
あ
い
に
つ

い
て
は
「
生
活
面
で
協
力
」
と
「
日
常
的
に
立
ち
話
」
の
合
計
の

比
率
が
六
〇
・
四
％
、「
つ
き
あ
っ
て
い
る
人
数
が
概
ね
二
〇
人
以

上
」
が
や
は
り
五
九
・
五
％
に
達
し
て
お
り
、
近
所
付
き
合
い
の

程
度
も
高
く
人
数
も
多
い
が
、
近
所
の
住
民
に
つ
い
て
「
ほ
と
ん

ど
信
頼
で
き
る
」
と
答
え
た
比
率
は
四
〇
・
五
％
と
付
き
合
い
の

程
度
や
人
数
の
割
に
は
高
く
な
い
。

ま
た
、
構
造
的
な
社
会
関
係
資
本
で
あ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
代

理
変
数
と
し
て
の
社
会
参
加
・
社
会
交
流
に
つ
い
て
、
地
縁
活
動

へ
の
参
加
率
四
六
・
一
％
、
ス
ポ
ー
ツ
・
趣
味
・
娯
楽
活
動
へ
の

参
加
率
四
六
・
七
％
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
へ

の
参
加
率
二
五
・
三
％
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
上
で
ふ
れ
た
と
お

り
近
所
付
き
合
い
に
つ
い
て
は
「
生
活
面
で
協
力
」
と
「
日
常
的

に
立
ち
話
」
の
合
計
の
比
率
が
六
〇
・
四
％
、「
つ
き
あ
っ
て
い
る

人
数
が
概
ね
二
〇
人
以
上
」
が
や
は
り
五
九
・
五
％
に
達
し
て
い

る
。
ま
た
、
友
人
・
知
人
と
の
つ
き
あ
い
も
「
日
常
的
に
あ
る

一
一
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の
料
金
を
ご
ま
か
す
」
こ
と
や
「
収
賄
」
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
回
答
者
の
九
四
・
六
％
、
九
三
・
七
％
、
九
二
・
四
％
が
認
め
ら

れ
な
い
（
一
〇
段
階
評
価
の
認
め
ら
れ
な
い
上
位
三
段
階
合
計
）

と
大
変
厳
し
い
態
度
で
あ
る
の
に
対
し
、「
資
格
が
な
い
の
に
国

の
年
金
や
医
療
給
付
な
ど
を
要
求
す
る
」
に
つ
い
て
は
認
め
ら
れ

な
い
（
一
〇
段
階
評
価
の
認
め
ら
れ
な
い
上
位
三
段
階
合
計
）
は

八
五
・
九
％
と
他
の
三
項
目
と
比
べ
て
若
干
寛
容
で
あ
る
。

生
活
満
足
に
つ
い
て
は
「
非
常
に
満
足
」
と
「
満
足
し
て
い

る
」
の
合
計
は
五
二
・
六
％
と
過
半
数
が
満
足
し
て
い
る
。
心
配

ご
と
の
な
か
で
は
、
生
活
上
の
孤
立
を
「
か
な
り
心
配
」「
少
し

心
配
」
と
答
え
た
者
は
二
四
・
四
％
、
つ
ま
り
四
人
に
一
人
の
比

率
と
な
っ
て
い
る
。

主
観
的
健
康
は
回
答
者
の
将
来
の
健
康
状
態
の
予
測
力
が
高
い

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
本
調
査
で
は
「
と
て
も
健
康
」
八
・
七

％
、「
ま
あ
健
康
」
六
七
・
一
％
と
合
計
七
五
・
八
％
が
健
康
と
答

え
て
い
る
。
生
活
で
の
積
極
性
（
抑
う
つ
度
）
に
つ
い
て
は
一
五

項
目
の
う
ち
六
個
以
上
の
否
定
的
回
答
を
し
た
者
の
比
率
は

三
三
・
一
％
と
丁
度
三
人
に
一
人
の
割
合
に
な
っ
て
お
り
、
否
定

的
回
答
数
が
一
〇
を
超
え
た
者
の
比
率
も
一
〇
・
三
％
と
一
〇
人

に
一
人
に
達
し
て
い
る
（
図
1
）。

Q4⑸否定的回答合計

0
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250

平均値
標準偏差
度数

＝4.54
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＝1,599

図 １　15問の質問に対する否定的回答合計＊のヒストグラム─合計数が高いほど
抑うつ度が高い
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３
．
個
票
デ
ー
タ
を
も
ち
い
た
調
査
項
目
間
の

相
関

3

−

1　

一
般
的
信
頼
と
の
相
関

表
5
は
本
調
査
の
個
票
ベ
ー
ス
で
一
般
的
信
頼
と
他
の
調
査
項

目
と
の
間
の
相
関
を
見
た
も
の
で
あ
る
。
我
が
国
で
は
、
集
計
値

デ
ー
タ
で
み
た
場
合
、
一
般
的
信
頼
と
他
の
経
済
社
会
事
象
と
の

相
関
は
必
ず
し
も
高
く
な
い
こ
と
が
観
察
さ
れ
て
い
た
。
た
と
え

ば
、
内
閣
府
（
二
〇
〇
三
）
で
は
都
道
府
県
別
に
社
会
関
係
資
本

と
し
て
つ
き
あ
い
・
交
流
（
２
）

、
信
頼
（
３
）

、
社
会
参
加
（
４
）

の
三
つ
の
指
数
を

作
成
し
、
そ
れ
ら
を
同
じ
ウ
エ
イ
ト
で
集
計
し
て
社
会
関
係
資
本

統
合
指
数
を
も
算
出
し
、
こ
れ
ら
の
指
数
を
説
明
変
数
と
し
て
、

完
全
失
業
率
、
刑
法
犯
認
知
件
数
、
合
計
特
殊
出
生
率
、
六
五
歳

以
上
女
性
の
平
均
余
命
な
ど
を
被
説
明
変
数
と
し
た
回
帰
分
析
を

行
っ
て
い
る
。
こ
の
回
帰
分
析
で
は
、
信
頼
指
数
の
説
明
力
は
係

数
の
大
き
さ
で
み
て
も
ｔ
値
で
み
て
も
、
統
合
指
数
、
つ
き
あ

い
・
交
流
指
数
、
社
会
参
加
指
数
に
関
す
る
係
数
と
ｔ
値
よ
り
も

低
い
（
表
3
）。
完
全
失
業
率
を
説
明
変
数
と
し
た
単
回
帰
分
析

で
は
、
係
数
で
統
合
指
数
マ
イ
ナ
ス
〇
・
五
四
七
、
つ
き
あ
い
・

交
流
指
数
マ
イ
ナ
ス
〇
・
三
三
八
、
社
会
参
加
指
数
マ
イ
ナ
ス

表 3　内閣府2003年調査における都道府県別社会関係資本指数との単回帰分析の概要

被説明変数

完全失業率
（2001年）

刑法犯認知件数
（2001年）

合計特殊出生率
（2001年）

65歳以上女性の
平均余命

（2000年）
つきあい・交流

指数
-0.33769

（1.7922）
-3.90838

（4.0871**）
0.10935

（5.0524**）
0.17262

（2.2879*）

信頼指数 -0.03243
（0.1347）

-1.65289
（1.2158）

0.0668
（2.0915*）

0.21215
（2.2759*）

社会参加指数 -0.60508
（3.7845**）

-4.20723
（4.9728**）

0.10443
（5.1701**）

0.17127
（2.4274*）

上記 3 指数の
統合指数

-0.54704
（2.3703*）

-5.11281
（4.3351**）

0.1423
（5.3545**）

0.26518
（2.8853**）

（出所）内閣府（2003）pp.62-65より筆者作成
　　　 ＊＊　 １ ％（両側）水準で有意
　　　 ＊　　 5 ％（両側）水準で有意
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〇
・
六
〇
五
に
対
し
信
頼
指
数
の
係
数
は
マ
イ
ナ
ス
〇
・
〇
三
二
と

極
端
に
小
さ
い
。
ま
た
ｔ
値
も
統
合
指
数
二
・
三
七
、
つ
き
あ

い
・
交
流
指
数
一
・
七
九
、
社
会
参
加
指
数
三
・
七
八
に
対
し
信
頼

指
数
の
係
数
は
〇
・
一
三
五
と
統
計
的
に
有
意
で
な
い
。

こ
の
ほ
か
に
集
計
値
に
よ
る
信
頼
の
説
明
力
が
弱
い
点
に
つ
い

て
は
、
稲
葉
（
二
〇
〇
七
）
が
内
閣
府
の
二
〇
〇
三
年
と
二
〇
〇
五

年
両
調
査
の
パ
ネ
ル
デ
ー
タ
を
作
成
し
、
社
会
関
係
資
本
関
連
指

標
一
二
項
目
を
用
い
た
主
成
分
分
析
を
行
っ
て
い
る
が
、
第
一
主

成
分
の
一
般
的
信
頼
を
は
じ
め
と
す
る
信
頼
関
係
の
指
標
の
因
子

負
荷
量
は
極
め
て
低
く
、
信
頼
の
影
響
力
は
社
会
参
加
や
社
会
交

流
と
比
較
す
る
と
限
ら
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
（
表
4
）。

し
か
し
、
二
〇
一
〇
年
調
査
の
個
票
ベ
ー
ス
で
今
回
の
デ
ー
タ

を
分
析
す
る
と
、
都
道
府
県
単
位
の
集
計
値
に
よ
る
分
析
と
は
異

な
り
、
表
5
に
示
さ
れ
る
と
お
り
、
一
般
的
信
頼
（「
あ
な
た
は
、

一
般
的
に
人
は
信
頼
で
き
る
と
思
い
ま
す
か
。
そ
れ
と
も
信
頼
出

来
な
い
と
お
も
い
ま
す
か
。」）
は
調
査
対
象
項
目
の
多
く
の
項
目

と
統
計
的
に
有
意
に
相
関
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
相
関
は
、
性
別
、

年
齢
、
学
齢
、
世
帯
年
収
な
ど
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
も
み
ら
れ

る
。因

果
関
係
は
不
明
だ
が
、
一
般
的
信
頼
が
高
い
人
は
ご
近
所
と

表 4　ソーシャル・キャピタルアンケート調査パネルデータにもとづく主成分
分析成分行列

成　　分

1 2 3

近所付合いの程度 .797 －.222 －.238

近所付合いのある人の数 .801 －.242 －.212

友人・知人との職場外での付き合いの頻度 .681 .285 －.343

親戚とのつきあいの頻度 .745 －.003 .004

スポーツ・趣味・娯楽活動への参加状況 .839 －.041 .142

一般的に人は信頼できる .323 .364 .701

近所の人々への信頼度 .561 .409 .080

友人・知人への信頼度 .238 .797 －.344

親戚への信頼度 .504 .494 .121

地縁的活動への参加状況 .826 －.193 －.171

ボランティア・NPO・市民活動への参加状況 .675 －.412 .000

寄付の状況（2001年の人口一人当たり共同募金額） .673 －.199 .537

数値は因子負荷量 （出所）稲葉（2007）
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表 5　一般的信頼と他の質問項目との偏相関
制御変数：性別、最終学歴、年間収入

相　関 有意確率（両側）

旅先・見知らぬ土地の人への信頼 .65 .000

隣近所との付き合いの程度 .176 .000

隣近所で付き合っている人の数 .172 .000

隣近所との付き合い合計 .190 .000

友人・知人とのつきあいの頻度 .165 .000

親戚・親類とのつきあいの頻度 .110 .000

職場の同僚とのつきあいの頻度 .134 .000

隣近所以外のつきあい頻度合計 .190 .000

地縁的な活動への参加 .113 .000

スポーツ・趣味・娯楽活動への参加 .097 .000

ボランティア・NPO・市民活動への参加 .126 .000

その他の団体等活動への参加 .085 .003

地域での活動参加合計 .155 .000

自身の生活の満足度 .181 .000

心配事－自分の健康・身体の状況 -.097 .000

心配事－老後の自分の世話 -.167 .000

心配事－家族の健康 -.127 .000

心配事－家族（高齢者）の世話や介護 -.050 .065

心配事－乳幼児期の子どもの子育て -.106 .000

心配事－子や孫のしつけや教育 -.059 .034

心配事－失業やリストラ -.116 .000

心配事－年収や家計 -.147 .000

心配事－仕事上のストレス -.177 .000

心配事－定年後の人生設計 -.122 .000

心配事－職探しや就職 -.104 .000

心配事－家庭内の人間関係 -.155 .000

心配事－近隣での人間関係 -.146 .000

心配事－近隣での住環境 -.153 .000

心配事－地域での非行や犯罪 -.148 .000

心配事－自分の将来 -.174 .000

心配事－生活上の孤立 -.161 .000

心配事合計 -.202 .000

特定化信頼－市役所・町役場等 .127 .000

（次頁へ続く）
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特定化信頼－学校、病院等の公的機関等 .130 .000

特定化信頼－警察や交番等 .140 .000

特定化信頼－自治会などの地縁団体 .151 .000

特定化信頼－ボランティア・NPO・市民活動団体 .114 .000

特定化信頼－勤務先（会社等） .125 .000

特定化信頼－近所の人々 .168 .000

特定化信頼－家族 .147 .000

特定化信頼－親戚 .142 .000

特定化信頼－友人・知人 .163 .000

特定化信頼－職場の同僚 .144 .000

特定化信頼合計 .251 .000

主観的健康 .151 .000

抑うつ度（GDS15項目短縮版） .270 .000

寄付・募金－各種募金活動への参加経験 .119 .000

寄付・募金－健康・医療サービス・高齢者等を対象 .028 .303

寄付・募金－子ども・教育を対象とした活動へ .103 .000

寄付・募金－スポーツ・文化・芸術活動へ .032 .245

寄付・募金－まちづくり活動へ .074 .007

寄付・募金－環境保全活動へ -.004 .893

寄付・募金－安全な生活のためへ .078 .004

寄付・募金－国際協力活動へ .059 .032

寄付・募金－国・地方公共団体へ .031 .269

寄付・募金－宗教団体へ .067 .016

寄付・募金活動合計 .111 .000

許容度－年金・医療給付などの無資格受給 .042 .118

許容度－公共交通機関の料金をごまかす .039 .145

許容度－脱税 .050 .066

許容度－収賄 .076 .005

許容度合計 .072 .007

年齢 -.111 .000

居住年数 -.059 .028

同居人の数 -.043 .110

（出所）2010『暮らしの安心・信頼・社会参加に関するアンケート調査』
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の
う
ち
「
資
格
が
な
い
の
に
国
の
年
金
や
医
療
給
付
な
ど
を
要
求

す
る
」「
公
共
交
通
機
関
の
料
金
を
ご
ま
か
す
」「
脱
税
」、
そ
れ

に
同
居
人
の
有
無
、
な
ど
ご
く
限
ら
れ
た
項
目
で
あ
る
。
た
だ
し
、

寄
付
・
募
金
活
動
と
腐
敗
行
為
に
対
す
る
寛
容
度
も
そ
れ
ぞ
れ
関

連
質
問
一
一
項
目
、
四
項
目
の
回
答
に
対
す
る
個
票
ベ
ー
ス
の
集

計
値
を
作
成
し
、
そ
れ
と
一
般
的
信
頼
と
の
相
関
を
み
る
と
、
い

ず
れ
も
統
計
的
に
有
意
と
な
る
。
総
体
的
に
み
れ
ば
寄
付
・
募
金

活
動
に
積
極
的
な
人
は
一
般
的
信
頼
も
高
く
、
腐
敗
行
為
に
対
す

る
寛
容
度
が
低
い
。

な
お
、
回
答
者
の
属
性
か
ら
み
る
と
、
表
6
に
示
さ
れ
る
よ
う

に
、
一
般
的
信
頼
は
学
歴
が
高
い
ほ
ど
高
い
。「
信
頼
で
き
る
」

（
九
段
階
評
価
の
上
位
三
段
階
へ
の
回
答
合
計
）
は
小
中
学
校
卒

一
六
・
八
％
、
高
等
学
校
二
五
・
一
％
、
高
専
・
短
大
三
一
・
一
％
、

大
学
三
七
・
〇
％
、
大
学
院
四
〇
・
五
％
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

世
帯
収
入
が
高
い
ほ
ど
高
い
。「
信
頼
で
き
る
」
は
世
帯
年
収
が

二
〇
〇
万
円
未
満
で
は
一
八
・
六
％
に
過
ぎ
な
い
の
に
、
一
二
〇
〇

万
円
以
上
は
三
五
・
六
％
と
高
い
。
た
だ
し
、
六
〇
〇
～
八
〇
〇

万
円
未
満
も
三
四
・
七
％
と
一
二
〇
〇
万
円
以
上
の
階
層
と
ほ
ぼ

同
水
準
で
、
こ
の
二
階
層
で
ピ
ー
ク
を
形
成
す
る
双
峰
型
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
年
齢
階
層
別
で
は
二
〇
歳
代
（
二
三
・
五
％
）

の
つ
き
合
い
も
篤
く
、
付
き
合
っ
て
い
る
人
の
数
も
多
い
。
ま
た
、

知
人
・
友
人
、
親
戚
、
職
場
の
同
僚
と
の
つ
き
合
い
の
頻
度
も
高

い
。
一
般
的
信
頼
の
高
い
人
は
、
地
縁
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
を
問
わ
ず
地
域
社
会
活
動
へ
の
参
加
頻
度
が
高
い
。

こ
れ
ら
の
社
会
交
流
・
つ
き
あ
い
と
社
会
参
加
を
構
造
的
社
会
関

係
資
本
と
し
て
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
代
理
変
数
と
す
れ
ば
認
知
的

社
会
関
係
資
本
（
一
般
的
信
頼
）
と
は
個
票
ベ
ー
ス
で
相
関
し
て

い
る
。
構
造
的
社
会
関
係
資
本
が
高
い
人
は
認
知
的
社
会
関
係
資

本
も
高
い
。

一
般
的
信
頼
の
高
い
人
は
自
身
の
生
活
の
満
足
度
が
高
く
、

「
家
族
（
高
齢
者
）
の
世
話
や
介
護
」
を
除
け
ば
心
配
事
が
少
な

い
。
こ
の
ほ
か
、
本
調
査
で
は
社
会
関
係
資
本
に
関
連
す
る
事
象

と
し
て
主
観
的
健
康
（
四
段
階
評
価
）
と
生
活
で
の
積
極
性
（
抑

う
つ
度G

eriatric D
epression S

cale

一
五
項
目
短
縮
版
）
を

聞
い
て
い
る
が
、
一
般
的
信
頼
の
高
い
人
は
主
観
的
健
康
が
良
好

で
、
抑
う
つ
度
も
低
い
。

こ
の
一
般
的
信
頼
と
の
相
関
が
有
意
で
な
い
の
は
寄
付
・
募
金

活
動
の
う
ち
「
健
康
や
医
療
サ
ー
ビ
ス
に
関
係
し
た
活
動
」「
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
・
芸
術
に
関
す
る
活
動
」「
環
境
保
全
の
た
め
の

活
動
」「
国
や
地
方
公
共
団
体
」、
腐
敗
行
為
に
対
し
て
の
寛
容
度

一
一
一
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表 ６　一般的信頼に関する回答者の属性別回答比率

N 信頼
できる（%） 中間（%）

注意するに
越したこと
はない（%）

わからない・
無回答（%）

地 域 別
　北海道・東北 195 25.1 44.6 24.1 6.2
　関　東 493 26.4 44.8 24.9 3.9
　北　陸 146 23.3 50.0 20.5 6.2
　東　海 186 26.9 46.2 15.6 11.3
　近　畿 254 29.9 46.9 19.7 3.5
　中国・四国 130 34.6 43.1 18.5 3.8
　九　州 195 31.8 43.1 19.0 6.2
性　　別
　男　性 724 30.1 42.8 21.5 5.5
　女　性 875 26.1 47.5 21.0 5.4
年　　齢
　20歳代 183 23.5 44.3 27.9 4.4
　30歳代 263 24.0 46.0 25.1 4.9
　40歳代 267 30.7 41.9 21.7 5.6
　50歳代 277 32.5 46.2 16.2 5.1
　60歳代 372 26.9 51.9 15.9 5.4
　70歳代 237 28.7 38.4 25.7 7.2
職　　業
　自営業・手伝い 199 33.7 42.2 19.6 4.5
　民間企業・団体経営者、役員 44 36.4 43.2 15.9 4.5
　民間企業・団体勤め人 442 26.2 46.6 22.9 4.3
　公務員・教員 76 48.7 32.9 14.5 3.9
　臨時・パート 248 23.0 51.2 19.0 6.9
　学生 36 33.3 33.3 25.0 8.3
　無職 215 24.2 43.3 23.3 9.3
　専業主婦・主夫 286 29.4 46.9 20.3 3.5
最終学歴
　小中学校 184 16.8 46.7 27.7 8.7
　高等学校 625 25.1 46.9 22.9 5.1
　専修学校・各種学校 172 25.0 46.5 22.7 5.8
　高専・短大 177 31.1 49.2 14.7 5.1
　大　学 376 37.0 41.5 16.8 4.8
　大学院 37 40.5 32.4 27.0
年間世帯収入（万円）
　＜200 129 18.6 45.0 30.2 6.2
　200 ～ 400＜ 354 27.7 39.3 27.1 5.9
　400 ～ 600＜ 319 24.5 50.5 20.4 4.7
　600 ～ 800＜ 219 34.7 38.4 21.9 5.0
　800 ～ 1000＜ 161 32.9 47.8 12.4 6.8
　1000 ～ 1200＜ 79 27.8 57.0 13.9 1.3
　1200≦ 101 35.6 46.5 11.9 5.9

（出所）2010『暮らしの安心・信頼・社会参加に関するアンケート調査』
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（
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〇
）

か
ら
五
〇
歳
代
（
三
二
・
五
％
）
に
か
け
て
信
頼
が
高
ま
る
が
、

六
〇
歳
代
（
二
六
・
九
％
）
で
低
下
し
七
〇
歳
代
（
二
八
・
七
％
）

で
若
干
回
復
す
る
。
こ
れ
は
女
性
が
六
〇
歳
代
か
ら
七
〇
歳
代
に

か
け
て
横
ば
い
で
あ
る
こ
と
を
除
け
ば
、
男
女
と
も
に
同
じ
で
あ

る
が
、
二
〇
歳
代
か
ら
五
〇
歳
代
へ
の
変
化
の
幅
は
男
性
の
ほ
う

が
女
性
よ
り
大
き
い
。

ま
た
地
域
別
に
は
北
陸
が
二
三
・
三
％
と
低
く
、
中
国
・
四
国

が
三
四
・
六
％
と
高
い
。
こ
の
ほ
か
、
職
種
別
で
は
公
務
員
・
教
員

（
四
八
・
七
％
）
が
突
出
し
て
高
く
、
臨
時
・
パ
ー
ト
（
二
三
・
〇

％
）
が
最
も
低
い
。

3

−

2　

地
縁
的
な
活
動
と
の
相
関

P
utnam

（2000

）
は
社
会
関
係
資
本
に
つ
い
て
ボ
ン
デ
ィ
ン

グ
な
社
会
関
係
資
本
と
ブ
リ
ッ
ジ
ン
グ
な
社
会
関
係
資
本
に
分
類

し
た
。P

utnam

に
よ
れ
ば
、
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
社
会
関
係
資
本

と
は
地
縁
組
織
や
同
窓
会
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
共
有
す
る
も
の
同
士
の
関
係
を
意
味
し
て
お
り
、
ブ
リ
ッ
ジ
ン

グ
な
社
会
関
係
資
本
は
そ
れ
ぞ
れ
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ン
ド
が
異
な
っ

て
も
同
じ
目
的
の
た
め
に
集
ま
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
メ
ン
バ
ー
間
の
よ
う

な
関
係
を
意
味
し
て
い
る
。
今
回
の
調
査
で
は
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
な

社
会
関
係
資
本
の
代
理
変
数
と
し
て
自
治
会
、
町
内
会
、
婦
人
会
、

老
人
会
、
青
年
団
、
子
ど
も
会
な
ど
の
「
地
縁
的
な
活
動
」
へ
の

参
加
頻
度
を
問
う
て
い
る
。
ま
た
、
ブ
リ
ッ
ジ
ン
グ
な
社
会
関
係

資
本
の
代
理
変
数
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
、
高
齢
者
・
障
害
者
福
祉

や
子
育
て
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
、
美
化
、
防
犯
・
防
災
、
環
境
、
国

際
協
力
、
提
言
活
動
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活

動
へ
の
参
加
頻
度
を
尋
ね
て
い
る
。

P
utnam

（2000, 22-24

）
に
よ
れ
ば
、
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
社

会
関
係
資
本
は
グ
ル
ー
プ
内
メ
ン
バ
ー
の
規
律
の
維
持
な
ど
に
は

有
効
だ
が
、
外
部
か
ら
新
た
な
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を
取
り
入

れ
る
の
は
不
向
き
と
い
わ
れ
て
い
る
。
一
方
、
ブ
リ
ッ
ジ
ン
グ
な

社
会
関
係
資
本
は
反
対
に
規
律
の
維
持
に
は
向
い
て
い
な
い
が
、

あ
ら
た
な
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を
取
り
入
れ
る
に
は
有
効
で
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

基
本
的
に
は
地
縁
的
活
動
を
し
て
い
る
者
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
に
も
携
わ
っ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
表
7

に
示
す
と
お
り
、
地
縁
活
動
に
参
加
し
て
い
る
者
の
四
六
・
三
％

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
に
も
参
加
し
て
お
り
、

逆
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
の
参
加
者
の
八
二
・
二

％
（
三
八
三
名
中
三
一
五
名
）
が
地
縁
活
動
に
も
参
加
し
て
い
る
。
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一
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社
会
関
係
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国
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つ
ま
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
参
加
者
の
ほ
と

ん
ど
は
地
縁
活
動
経
験
者
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
地
縁
活

動
に
参
加
し
て
い
な
い
者
は
九
割
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・

市
民
活
動
に
も
参
加
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
地
縁
活
動
へ
の
参
加

頻
度
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
へ
の
参
加
頻
度
と

の
相
関
は
〇
・
四
五
九
と
比
較
的
高
く
、
ま
た
一
％
水
準
（
両
側
）

で
有
意
で
あ
る
。
因
果
関
係
は
定
か
で
は
な
い
が
、
地
縁
活
動
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
の
基
盤
に
あ
る
よ
う
に
み

え
る
。

４
．
二
〇
〇
三
年
全
国
調
査
（
内
閣
府
郵
送

法
）
と
の
比
較

4

−

1　

回
答
者
属
性
の
変
化

二
〇
一
〇
年
郵
送
調
査
を
内
閣
府
二
〇
〇
三
年
調
査
（
郵
送

法
）
と
比
較
す
る
と
、
両
者
と
も
母
集
団
を
二
〇
歳
以
上
の
成
人

と
し
て
お
り
職
業
、
持
ち
家
か
借
家
か
な
ど
の
回
答
者
の
属
性
は

ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
（
表
8
）。
た
だ
し
、
二
〇
一
〇
年
調
査

は
年
齢
階
層
別
に
は
二
〇
〇
三
年
郵
送
法
調
査
よ
り
も
高
齢
者
層

の
比
率
が
高
い
。
二
〇
〇
三
年
調
査
で
は
六
〇
歳
代
以
上
の
比
率

が
二
九
・
八
％
に
対
し
、
二
〇
一
〇
年
調
査
で
は
三
八
・
一
％
を
占

表 ７　団体活動参加に関するクロス集計表（N=1407）

ボランティア・NPO・市民活動

地縁的
活　動

参加なし 参加あり 合　　計

参加なし 659（90.6%） 68（ 9.4%） 727（100%）

参加あり 365（53.7%） 315（46.3%） 680（100%）

合　　計 1024（72.8%） 383（27.2%） 1407（100%）

（出所）2010『暮らしの安心・信頼・社会参加に関するアンケート調査』
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表 8　各調査における回答者の属性

回答者属性
郵送法調査 WEB調査

2010
（稲葉）

2003
（内閣府）

2008
（稲葉･日本総研）

2005
（内閣府）

2003
（内閣府）

性別(%)
括弧内は総務省
２０１０年 ８ 月 人 口
推計

括弧内は総務省
２００２年人口推計

　男性 45.3（49.3） 47.0（49.3） 48.5 50.0 47.2

　女性 54.7（50.7） 51.9（50.7） 51.5 50.0 52.8

年齢構成比（%）
括弧内は総務省
２０１０年 ８ 月 人 口
推計

括弧内は総務省
２００２年人口推計

　20歳代 11.4（14.7） 19.1（18.0） 20.2 18.6 14.8

　30歳代 16.4（18.7） 16.3（16.7） 16.9 35.0 43.4

　40歳代 16.7（17.3） 16.2（16.6） 14.4 29.0 31.1

　50歳代 17.3（17.0） 18.4（19.0） 33.8 11.8 8.2

　60歳代 23.3（18.8） 18.5（14.7） 12.6 4.1 2.3

　70歳以上 14.8（13.4） 11.3（10.0） 2.0 0.5 0.3

職業（%）

　自営業 12.4 15.7 10.0 10.3 10.2

　経営者 2.8 2.8 2.7 2.9 2.9

　民間勤め人 27.6 25.3 32.2 37.9 37.9

　公務員・教員 4.8 6.0 4.3 6.7 7.8

　パート 15.5 13.8 11.6 10.6 12.8

　学生 2.3 1.4 5.8 5.5 2.0

　無職 13.4 12.1 9.6 5.1 4.9

　専業主婦･夫 17.9 19.0 21.6 18.9 19.8

最終学歴（%）

　小中学校 11.5 13.0 3.7 2.3 1.4

　高等学校 39.1 41.4 28.0 26.8 27.7

　専修学校他 10.8 9.7 10.1 10.5 12.3

　高専・短大 11.1 10.2 13.3 14.6 15.3

　大学 23.5 22.5 40.8 40.0 38.6

　大学院 2.3 1.1 3.8 4.8 4.3

世帯年収（万円）

　＜200 8.1 6.0 5.0 4.2 5.5

　200 ～ 400＜ 22.1 23.4 17.3 16.1 13.7

　400 ～ 600＜ 19.9 22.0 23.0 24.5 23.9

　600 ～ 800＜ 13.7 14.9 16.4 20.7 21.1

　800 ～ 1000＜ 10.1 12.1 11.5 14.1 15.1

　1000 ～ 1200＜ 4.9 6.7 5.6 5.7 5.9

　1200≦ 6.3 5.0 7.3 5.3 5.9

居住形態（％）

　持家 79.4 80.2 62.4 67.1 65.3

　借家 19.0 19.3 37.6 32.3 34.2

（出所）人口推計は総務省人口推計HP（http://www.stat.go.jp/data/jinsui/平成23年 2 月15日アクセス）
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『
暮
ら
し
の
安
心
・
信
頼
・
社
会
参
加
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
』
二
〇
一
〇
年
社
会
関
係
資
本
全
国
調
査
の
概
要
（
稲
葉
）

（
一
二
三
）

る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
つ
き
合
い
の
程
度
は
、
近
所
、
職

場
、
親
戚
、
友
人
・
知
人
な
ど
す
べ
て
低
下
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

こ
れ
は
こ
の
間
の
高
齢
化
の
進
展
を
反
映
し
て
い
る
の
か
、
そ
う

で
は
な
く
全
て
の
年
齢
階
層
に
つ
い
て
の
変
化
に
よ
る
も
の
か
は
、

二
〇
〇
三
年
調
査
の
年
齢
階
層
別
の
ク
ロ
ス
集
計
を
実
施
し
て
い

な
い
の
で
断
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
二
〇
一
〇
年
調
査
の
ク
ロ

ス
集
計
表
に
よ
れ
ば
、
地
域
に
お
け
る
活
動
比
率
は
、
地
縁
的
活

動
へ
の
参
加
率
は
、
二
〇
歳
代
一
八
・
〇
％
、
三
〇
歳
代
四
〇
・
三

％
、
四
〇
歳
代
五
八
・
一
％
、
五
〇
歳
代
五
〇
・
九
％
、
六
〇
歳
代

四
九
・
五
％
、
七
〇
歳
代
四
九
・
八
％
と
な
っ
て
お
り
、
四
〇
歳
代

を
ピ
ー
ク
に
そ
れ
以
降
低
下
し
て
お
り
、
年
齢
階
層
が
上
が
れ
ば

上
が
る
ほ
ど
上
昇
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
二
〇
〇
三
年

か
ら
一
〇
年
の
間
の
変
化
、
す
な
わ
ち
、
一
般
的
信
頼
、
特
定
化

信
頼
、
団
体
参
加
率
が
上
昇
し
て
い
る
が
、
実
際
の
付
き
合
い
は

低
下
し
て
い
る
と
い
う
変
化
は
必
ず
し
も
高
齢
化
の
進
展
を
反
映

し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。
本
稿
で
よ
り
詳

細
な
分
析
を
実
施
し
て
い
な
い
が
、
こ
の
変
化
の
要
因
は
今
後
の

研
究
の
課
題
と
し
た
い
。

め
て
お
り
、
そ
の
一
方
で
二
〇
歳
代
の
比
率
が
二
〇
〇
三
年
調
査

で
は
一
九
・
一
％
に
上
っ
て
い
る
が
、
二
〇
一
〇
年
調
査
で
は

一
一
・
四
％
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
所
得
に
つ
い
て
〇
三
年
か
ら

一
〇
年
の
変
化
を
み
る
と
、
年
間
世
帯
収
入
二
〇
〇
万
円
以
下
の

比
率
が
六
％
か
ら
八
・
一
％
に
上
昇
し
、
同
時
に
一
二
〇
〇
万
円

以
上
が
五
％
か
ら
六
・
三
％
に
増
え
る
と
い
う
二
極
化
が
進
行
し

て
い
る
。
人
口
構
成
は
こ
の
間
の
高
齢
化
へ
の
変
化
を
反
映
し
た

も
の
で
、
表
8
の
括
弧
内
に
示
し
た
総
務
省
の
わ
が
国
全
体
の
人

口
推
計
つ
ま
り
母
集
団
の
変
化
と
も
合
致
し
て
い
る
。
二
〇
〇
三

年
調
査
に
つ
い
て
は
内
閣
府
よ
り
個
票
デ
ー
タ
の
提
供
を
受
け
て

い
る
が
、
年
齢
は
階
層
別
に
コ
ー
ド
化
さ
れ
て
お
り
、
厳
密
な
検

定
は
で
き
な
い
も
の
の
概
ね
各
時
点
で
の
母
集
団
の
推
計
に
用
い

る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

4

−

2　

二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
へ
の
変
化

二
〇
〇
三
年
調
査
か
ら
二
〇
一
〇
年
調
査
の
変
化
を
み
る
と
、

表
2
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
一
般
的
信
頼
や
近
所
の
人
々
、
親
戚
、

友
人
・
知
人
、
職
場
の
同
僚
な
ど
へ
の
相
互
信
頼
（
特
定
化
信

頼
）
は
向
上
し
て
お
り
、
か
つ
地
縁
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、

ス
ポ
ー
ツ
・
趣
味
活
動
な
ど
へ
の
参
加
率
も
大
幅
に
上
昇
し
て
い

一
一
一
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研
究　

第
四
十
八
巻
第
一
号
（
二
〇
一
一
年
七
月
）

（
一
二
四
）

ど
へ
の
相
互
信
頼
（
特
定
化
信
頼
）
は
向
上
し
て
お
り
、
か
つ
地

縁
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
・
趣
味
活
動
な
ど
へ

の
参
加
率
も
大
幅
に
上
昇
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、

つ
き
合
い
の
程
度
は
、
近
所
、
職
場
、
親
戚
、
友
人
・
知
人
な
ど

す
べ
て
低
下
し
て
い
る
。
こ
の
変
化
の
分
析
は
本
稿
で
扱
っ
た
調

査
以
外
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
調
査
、
地
域
調
査
と
の
比
較
・
分
析
も
含
め
今

後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
１
）	

本
調
査
の
調
査
原
票
を
付
属
資
料
と
し
て
本
稿
の
最
後
に
掲

載
し
て
い
る
の
で
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

（
２
）	

隣
近
所
と
の
つ
き
あ
い
の
程
度
（
生
活
面
で
協
力
＋
日
常
的

に
立
ち
話
）、
隣
近
所
と
付
き
合
っ
て
い
る
人
の
数
（
二
〇
人
以

上
）、
友
人
・
知
人
と
の
つ
き
あ
い
の
頻
度
（
週
に
一
回
以
上
）、

親
戚
と
の
つ
き
あ
い
の
頻
度
（
週
に
一
回
以
上
）、
ス
ポ
ー
ツ
・
趣

味
・
娯
楽
活
動
へ
の
参
加
状
況
（
週
に
一
回
以
上
）、
の
五
項
目
に

つ
き
個
票
デ
ー
タ
を
集
計
し
、
五
項
目
の
算
術
平
均
を
都
道
府
県

別
に
算
出
。
指
数
化
に
あ
っ
た
っ
て
は
、
平
均
を
ゼ
ロ
と
し
て
都

道
府
県
デ
ー
タ
の
標
準
偏
差
と
都
道
府
県
の
個
別
デ
ー
タ
の
分
散

と
の
比
率
で
標
準
化
。

（
３
）	

社
会
全
体
へ
の
一
般
的
信
頼
（
九
段
階
の
上
位
三
段
階
の
比

率
）、
近
所
の
人
々
へ
の
信
頼
度
（
大
い
に
頼
り
に
な
る
＋
あ
る
程

度
頼
り
に
な
る
）、
友
人
・
知
人
へ
の
信
頼
度
（
大
い
に
頼
り
に
な

ま
と
め

本
稿
で
は
、
二
〇
一
〇
年
に
実
施
し
た
『
暮
ら
し
の
安
心
・
信

頼
・
社
会
参
加
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
』
の
概
要
と
そ
の
結

果
を
内
閣
府
二
〇
〇
三
年
調
査
と
比
較
し
た
。
従
来
我
が
国
に
お

け
る
都
道
府
県
別
デ
ー
タ
に
よ
る
集
計
値
に
よ
る
実
証
研
究
で
は
、

欧
米
に
お
け
る
実
証
研
究
結
果
と
異
な
り
、
一
般
的
信
頼
の
説
明

力
が
弱
い
と
さ
れ
て
き
た
が
、
今
回
紹
介
し
た
二
〇
一
〇
年
調
査

で
は
、
個
票
デ
ー
タ
に
よ
る
性
別
、
学
歴
、
年
収
を
制
御
し
た
偏

相
関
分
析
で
は
、
一
般
的
信
頼
は
ほ
と
ん
ど
の
調
査
対
象
項
目
と

の
あ
い
だ
に
統
計
的
に
有
意
な
相
関
が
あ
っ
た
。

こ
の
ほ
か
、
地
縁
活
動
に
参
加
し
て
い
る
者
の
半
数
近
く
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
に
も
参
加
し
て
お
り
、
逆
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
の
参
加
者
の
八
割
以
上
が

地
縁
活
動
に
も
参
加
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ

Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
は
地
縁
活
動
経
験
者
で
あ

り
、
因
果
関
係
は
定
か
で
は
な
い
が
、
地
縁
活
動
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
の
基
盤
に
あ
る
よ
う
に
み
え
る
。

二
〇
〇
三
年
内
閣
府
調
査
（
郵
送
法
）
と
の
比
較
で
は
、
一
般

的
信
頼
や
近
所
の
人
々
、
親
戚
、
友
人
・
知
人
、
職
場
の
同
僚
な

一
一
一



『
暮
ら
し
の
安
心
・
信
頼
・
社
会
参
加
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
』
二
〇
一
〇
年
社
会
関
係
資
本
全
国
調
査
の
概
要
（
稲
葉
）

（
一
二
五
）

二
〇
一
一
年
二
月
一
五
日
ア
ク
セ
ス
．

内
閣
府
国
民
生
活
局
編
（
二
〇
〇
三
）、『
ソ
ー
シ
ャ
ル･

キ
ャ
ピ

タ
ル
：
豊
か
な
人
間
関
係
と
市
民
活
動
の
好
循
環
を
求
め
て
』

国
立
印
刷
局
（
日
本
総
合
研
究
所
委
託
事
業
）．

内
閣
府
経
済
社
会
総
合
研
究
所
編
（
二
〇
〇
五
）、『
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
機
能
再
生
と
ソ
ー
シ
ャ
ル･

キ
ャ
ピ
タ
ル
に
関
す
る
研

究
調
査
報
告
書
』（
日
本
総
合
研
究
所
委
託
事
業
）．

P
utnam

, R
. D

. 

（2000

）, B
ow

lin
g A

lon
e: T

h
e C

ollapse 

an
d

 R
evival of A

m
erican

 C
om

m
u

n
ity, S

im
on and 

S
chuster. 

る
＋
あ
る
程
度
頼
り
に
な
る
）、
親
戚
へ
の
信
頼
度
（
大
い
に
頼
り

に
な
る
＋
あ
る
程
度
頼
り
に
な
る
）、
の
四
項
目
に
つ
き
個
票
デ
ー

タ
を
集
計
し
、
四
項
目
の
算
術
平
均
を
都
道
府
県
別
に
算
出
。
指

数
化
に
あ
っ
た
っ
て
は
、
平
均
を
ゼ
ロ
と
し
て
都
道
府
県
デ
ー
タ

の
標
準
偏
差
と
都
道
府
県
の
個
別
デ
ー
タ
の
分
散
と
の
比
率
で
標

準
化
。 

（
４
）	

地
縁
的
な
活
動
へ
の
参
加
状
況
（
週
に
一
回
以
上
）
の
都
道

府
県
別
デ
ー
タ
、
社
会
生
活
基
本
調
査
に
よ
る
都
道
府
県
別
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
行
動
者
率
、
人
口
一
人
当
た
り
都
道
府
県
別
共
同

募
金
額
、
の
三
項
目
に
つ
き
都
道
府
県
別
デ
ー
タ
を
標
準
化
し
、

算
術
平
均
を
算
出
。

（
謝
辞
）

本
調
査
は
平
成
二
二
年
度
日
本
大
学
学
術
研
究
助
成
金
（
総
合

研
究
）
を
受
け
て
実
施
し
た
も
の
で
す
。
助
成
を
賜
り
ま
し
た
日

本
大
学
に
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

〈
参
考
〉

稲
葉
陽
二　
（
二
〇
〇
七
）「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
か
ら
見

た
大
都
市
圏
の
特
性
」『
政
経
研
究
』
第
四
四
巻
第
一
号
、
日

本
大
学
法
学
会
、pp.316-330.

総
務
省
人
口
推
計
Ｈ
Ｐ　

http://w
w

w
.stat.go.jp/data/jinsui/

一
一
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巻
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一
号
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二
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一
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年
七
月
）

（
一
二
六
）

１
．

他
人

へ
信

頼
に

つ
い

て
 

                  ２
．

日
常

的
な

つ
き

あ
い

に
つ

い
て

 

２
－

（
１

）
あ

な
た

は
、

ご
近

所
の

方
と

ど
の

よ
う

な
お

つ
き

あ
い

を
さ

れ
て

い
ま

す
か

。
①

と
②

に
つ

い

て
、

次
の

う
ち

か
ら

当
て

は
ま

る
も

の
を

1
つ

ず
つ

選
び

、
そ

の
数

字
に

○
印

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。
 

 

①
つ

き
あ

い
の

程
度

 

１
．

互
い

に
相

談
し

た
り

日
用

品
の

貸
し

借
り

を
す

る
な

ど
、

生
活

面
で

協
力

し
あ

っ
て

い
る

人
も

い
る

２
．

日
常

的
に

立
ち

話
し

を
す

る
程

度
の

つ
き

あ
い

は
、

し
て

い
る

 

３
．

あ
い

さ
つ

程
度

の
最

小
限

の
つ

き
あ

い
し

か
し

て
い

な
い

 

４
．

つ
き

あ
い

は
全

く
し

て
い

な
い

 

  

②
つ

き
あ

っ
て

い
る

人
の

数
 

１
．

近
所

の
か

な
り

多
く

の
人

と
面

識
・

交
流

が
あ

る
（

概
ね

２
０

人
以

上
）

 

２
．

あ
る

程
度

の
人

と
の

面
識

・
交

流
が

あ
る

（
概

ね
５

～
１

９
人

）
 

３
．

近
所

の
ご

く
少

数
の

人
と

だ
け

と
面

識
・

交
流

が
あ

る
（

概
ね

４
人

以
下

）
 

４
．

隣
の

人
が

だ
れ

か
も

知
ら

な
い

 

 

 

暮
ら

し
の

安
心

・
信

頼
・

社
会

参
加

 

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
票

 
 本

調
査

は
、

皆
さ

ん
の

、
暮

ら
し

の
安

心
・

信
頼

・
社

会
参

加
に

関
す

る
も

の
で

す
。

 

  

＜
実

施
＞
 

日
本

大
学
法

学
部
 
稲

葉
陽
二

研
究
室
 

 
 

 

・
ご

回
答

は
、

必
ず

あ
て

名
の

ご
本

人
が

ご
記

入
く

だ
さ

い
。

 

・
ご

回
答

は
、

大
部

分
が

、
あ

て
は

ま
る

も
の

の
番

号
に

○
を

つ
け

て
い

た
だ

く
形

式
で

す
。

 

・
ご

回
答

は
、

す
べ

て
個

人
の

お
名

前
と

切
り

離
し

て
統

計
的

に
処

理
し

ま
す

の
で

、
内

容
が

外
部

に
も

れ
る

こ
と

は
決

し
て

あ
り

ま
せ

ん
。

 

・
 ご

記
入

が
終

わ
り

ま
し

た
ら

、
同

封
の

返
信

用
封

筒
に

入
れ

、
9

月
2

0
日

（
月

）
ま

で
に

ご
投

函
く

だ
さ

い
。

 

・
 ご

協
力

い
た

だ
い

た
方

に
は

、
後

日
、

お
礼

に
図

書
カ

ー
ド

（
5

0
0

円
分

）
を

お
送

り

い
た

し
ま

す
。

ご
回

答
の

有
無

は
、

調
査

票
の

右
上

の
整

理
番

号
で

管
理

し
て

お
り

ま

す
の

で
、

調
査

票
に

お
名

前
や

ご
住

所
を

ご
記

入
い

た
だ

く
必

要
は

あ
り

ま
せ

ん
。

 

・
ご

不
明

な
点

等
ご

ざ
い

ま
し

た
ら

、
下

記
ま

で
お

問
い

合
わ

せ
く

だ
さ

い
。

 

 

ア
ン

ケ
ー

ト
の

実
施

に
関

す
る

お
問

い
合

わ
せ

 

（
社

）
新

情
報

セ
ン

タ
ー

 
 

 

ア
ン

ケ
ー

ト
の

内
容

に
関

す
る

お
問

い
合

わ
せ

 

日
本

大
学

法
学

部
稲

葉
陽

二
研

究
室

 

一
一
一



『
暮
ら
し
の
安
心
・
信
頼
・
社
会
参
加
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
』
二
〇
一
〇
年
社
会
関
係
資
本
全
国
調
査
の
概
要
（
稲
葉
）

（
一
二
七
）

4
．

全
員

の
方

へ
ご

自
身

の
生

活
に

つ
い

て
お

伺
い

し
ま

す
 

4
－

（
１

）
あ

な
た

は
、

現
在

の
ご

自
身

の
生

活
に

満
足

し
て

い
ま

す
か

。
あ

て
は

ま
る

も
の

を
1

つ
だ

け

選
び

、
そ

の
数

字
に

○
印

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。
 

１
．

非
常

に
満

足
し

て
い

る
 

 
２

．
満

足
し

て
い

る
 

 
３

．
や

や
不

満
足

で
あ

る
 

４
．

不
満

足
で

あ
る

 
 

５
．

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い
 

 ４
－

（
２

）
あ

な
た

は
、

日
常

生
活

を
送

る
に

あ
た

っ
て

、
問

題
や

心
配

ご
と

が
あ

り
ま

す
か

。
 

以
下

に
挙

げ
る

①
か

ら
⑱

に
つ

い
て

、
「

１
．

か
な

り
心

配
」

か
ら

「
５

．
全

く
心

配
で

な
い

」
ま

で
の

５
段

階
か

ら
あ

て
は

ま
る

も
の

を
そ

れ
ぞ

れ
1

つ
ず

つ
選

び
、

○
印

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。
 

 
１

．か
な

り
心

配
 

２
．

少
し

心
配

３
．

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い
 

４
．

あ
ま

り
心

配
で

な
い

 

５
．

全
く

心
配

で
な

い
 

①
ご

自
分

の
健

康
・

身
体

の
状

況
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

②
老

後
の

自
分

の
世

話
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

③
ご

家
族

の
健

康
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

④
家

族
（

高
齢

者
）

の
世

話
や

介
護

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 

⑤
乳

幼
児

期
の

子
ど

も
の

子
育

て
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

⑥
子

や
孫

の
し

つ
け

や
教

育
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

⑦
失

業
や

リ
ス

ト
ラ

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 

⑧
年

収
や

家
計

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 

⑨
仕

事
上

の
ス

ト
レ

ス
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

⑩
定

年
後

の
人

生
設

計
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

⑪
職

探
し

や
就

職
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

⑫
家

庭
内

の
人

間
関

係
 

１
 

2
 

3
 

4
 

5
 

⑬
近

隣
で

の
人

間
関

係
 

1
 

2
 

3
 

4
 

5
 

⑭
近

隣
で

の
住

環
境

 
1

 
2

 
3

 
4

 
5

 

⑮
地

域
で

の
非

行
や

犯
罪

 
1

 
2

 
3

 
4

 
5

 

⑯
自

分
の

将
来

 
1

 
2

 
3

 
4

 
5

 

⑰
生

活
上

の
孤

立
 

1
 

2
 

3
 

4
 

5
 

⑱
そ

の
他

 
1

 
2

 
3

 
4

 
5

 

２
－

（
２

）
以

下
の

①
か

ら
③

の
そ

れ
ぞ

れ
に

つ
い

て
、

あ
な

た
は

普
段

ど
の

程
度

の
頻

度
で

つ
き

あ
い

を

さ
れ

て
い

ま
す

か
。ま

た
そ

の
手

段
は

主
に

ど
れ

で
す

か
。
あ

て
は

ま
る

も
の

を
そ

れ
ぞ

れ
1

つ
ず

つ
選

び
、

そ
の

数
字

に
○

印
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

 

 ①
友

人
・

知
人

と
の

つ
き

あ
い

（
学

校
や

職
場

以
外

で
）

 

       

②
親

戚
・

親
類

と
の

つ
き

あ
い

 

       ③
職

場
の

同
僚

と
の

つ
き

あ
い

（
職

場
以

外
で

）
 

 

     ３
．

地
域

で
の

活
動

状
況

に
つ

い
て

お
伺

い
し

ま
す

 
 

あ
な

た
自

身
の

、
地

域
に

お
け

る
活

動
状

況
に

つ
い

て
お

聞
き

し
ま

す
。

 

①
 
あ

な
た

は
現

在
、

下
表

の
Ａ

か
ら

Ｄ
の

よ
う

な
活

動
を

さ
れ

て
い

ま
す

か
。

あ
て

は
ま

る
も

の
を

そ
れ

ぞ
れ

１
つ

ず
つ

選
び

、
○

印
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

 

Ａ
.地

縁
的

な
活

動
 

Ｂ
.ス

ポ
ー

ツ
・

趣

味
・

娯
楽

活
動

 

Ｃ
.ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
・

N
P

O
・

市
民

活
動

 

Ｄ
.そ

の
他

の
団

体
・

活
動

 

 

（
自

治
会

、
町

内
会

、
婦

人
会

、
老

人
会

、
青

年
団

、

子
ど

も
会

等
）

 

（
各

種
ス

ポ
ー

ツ
、

芸
術

文
化

活
動

、
生

涯
学

習
等

）

（
ま

ち
づ

く
り

、
高

齢

者
・

障
害

者
福

祉
や

子
育

て
、

ス
ポ

ー
ツ

指
導

、
美

化
、

防
犯

・
防

災
、

環
境

、

国
際

協
力

、
提

言
活

動
な

ど
）

 

（
商

工
会

・
業

種
組

合
、

宗
教

、
政

治
な

ど
）

 

上
記

以
外

の
場

合
具

体

的
に

ご
記

入
く

だ
さ

い

（
 

 
 

 
 

 
 

）

ア
．

 年
に

数
回

程
度

活
動

 

イ
．

 月
に

１
日

程
度

 

ウ
．

 月
に

2
～

３
日

程
度

 

エ
．

 週
に

１
回

程
度

 

オ
．

 週
に

２
～

３
日

 

カ
．

 週
に

4
日

以
上

 

キ
．

活
動

し
て

い
な

い
 

ア
 

イ
 

ウ
 

エ
 

オ
 

カ
 

キ
 

ア
 

イ
 

ウ
 

エ
 

オ
 

カ
 

キ
 

ア
 

イ
 

ウ
 

エ
 

オ
 

カ
 

キ
 

ア
 

イ
 

ウ
 

エ
 

オ
 

カ
 

キ
 

 １
．

日
常

的
に

あ
る

 
 

 
 

（
毎

日
～

週
に

数
回

程
度

）
 

 ２
．

あ
る

程
度

頻
繁

に
あ

る
 

（
週

に
１

回
～

月
に

数
回

程
度

）
 

 ３
．

と
き

ど
き

あ
る

 
 

 
 

（
月

に
１

回
～

年
に

数
回

程
度

）
 

 ４
．

め
っ

た
に

な
い

 
 

 
 

（
年

に
１

回
～

数
年

に
１

回
程

度
）

 
 ５

．
全

く
な

い
（

も
し

く
は

友
人

・
知

人
は

い
な

い
）

 

 １
．

日
常

的
に

あ
る

 
 

 
 

（
毎

日
～

週
に

数
回

程
度

）
 

 ２
．

あ
る

程
度

頻
繁

に
あ

る
 

（
週

に
１

回
～

月
に

数
回

程
度

）
 

 ３
．

と
き

ど
き

あ
る

 
 

 
 

（
月

に
１

回
～

年
に

数
回

程
度

）
 

 ４
．

め
っ

た
に

な
い

 
 

 
 

（
年

に
１

回
～

数
年

に
１

回
程

度
）

 
 ５

．
全

く
な

い
（

も
し

く
は

親
戚

・
親

類
は

い
な

い
）

 

 １
．

日
常

的
に

あ
る

 
 

 
 

（
毎

日
～

週
に

数
回

程
度

）
 

 ２
．

あ
る

程
度

頻
繁

に
あ

る
 

（
週

に
１

回
～

月
に

数
回

程
度

）
 

 ３
．

と
き

ど
き

あ
る

 
 

 
 

（
月

に
１

回
～

年
に

数
回

程
度

）
 

 ４
．

め
っ

た
に

な
い

 
 

 
 

（
年

に
１

回
～

数
年

に
１

回
程

度
）

 
 ５

．
全

く
な

い
（

も
し

く
は

同
僚

は
い

な
い

）

一
一
一



政
経
研
究　

第
四
十
八
巻
第
一
号
（
二
〇
一
一
年
七
月
）

（
一
二
八
）

４
－

（
5

）
以

下
に

挙
げ

る
①

か
ら

⑮
の

質
問

に
つ

い
て

、
こ

の
1

週
間

の
こ

と
を

考
え

な
が

ら
「

は
い

」

「
い

い
え

」
で

お
答

え
く

だ
さ

い
。

 

 

①
 
自

分
の

生
活

に
満

足
し

て
い

ま
す

か
。

 
１

．
は

い
 

２
．

い
い

え
 

②
 
こ

れ
ま

で
や

っ
て

き
た

こ
と

や
、

興
味

の
あ

っ
た

こ
と

の
多

く

を
、

最
近

や
め

て
し

ま
い

ま
し

た
か

。
 

１
．

は
い

 
２

．
い

い
え

 

③
 
自

分
の

人
生

は
む

な
し

い
も

の
だ

と
感

じ
ま

す
か

。
 

１
．

は
い

 
２

．
い

い
え

 

④
 
退

屈
だ

と
感

じ
る

こ
と

が
、

よ
く

あ
り

ま
す

か
。

 
１

．
は

い
 

２
．

い
い

え
 

⑤
 
普

段
は

、
気

分
の

よ
い

ほ
う

で
す

か
。

 
１

．
は

い
 

２
．

い
い

え
 

⑥
 
自

分
に

何
か

悪
い

こ
と

が
起

こ
る

か
も

し
れ

な
い

、
と

い
う

不
安

が
あ

り
ま

す
か

。
 

１
．

は
い

 
２

．
い

い
え

 

⑦
 
あ

な
た

は
い

つ
も

幸
せ

だ
と

感
じ

て
い

ま
す

か
。

 
１

．
は

い
 

２
．

い
い

え
 

⑧
 
自

分
が

無
力

だ
と

感
じ

る
こ

と
が

よ
く

あ
り

ま
す

か
。

 
１

．
は

い
 

２
．

い
い

え
 

⑨
 
外

に
出

て
新

し
い

物
事

を
す

る
よ

り
、

家
の

中
に

い
る

方
が

好
き

で
す

か
。

 
１

．
は

い
 

２
．

い
い

え
 

⑩
 
他

の
人

に
比

べ
て

、
記

憶
力

が
落

ち
た

と
感

じ
ま

す
か

。
 

１
．

は
い

 
２

．
い

い
え

 

⑪
 
い

ま
生

き
て

い
る

こ
と

は
、

す
ば

ら
し

い
こ

と
だ

と
思

い
ま

す

か
。

 
１

．
は

い
 

２
．

い
い

え
 

⑫
 
自

分
の

現
在

の
状

態
は

、
ま

っ
た

く
価

値
の

な
い

も
の

だ
と

感
じ

ま
す

か
。

 
１

．
は

い
 

２
．

い
い

え
 

⑬
 
自

分
は

、
活

力
に

満
ち

あ
ふ

れ
て

い
る

と
感

じ
ま

す
か

。
 

１
．

は
い

 
２

．
い

い
え

 

⑭
 
今

の
自

分
の

状
況

は
、

希
望

の
な

い
も

の
だ

と
感

じ
ま

す
か

。
 

１
．

は
い

 
２

．
い

い
え

 

⑮
 
他

の
人

は
自

分
よ

り
、

恵
ま

れ
た

生
活

を
し

て
い

る
と

思
い

ま
す

か
。

 
１

．
は

い
 

２
．

い
い

え
 

４
－

（
３

）
前

問
（

２
）

で
お

答
え

い
た

だ
い

た
よ

う
な

日
常

生
活

の
問

題
や

心
配

ご
と

に
つ

い
て

、
あ

な
た

は
、

相
談

し
た

り
頼

っ
た

り
す

る
人

や
組

織
が

あ
り

ま
す

か
。

 

以
下

に
挙

げ
る

①
か

ら
⑪

に
つ

い
て

、「
１

．
大

い
に

頼
り

に
な

る
」

か
ら

「
５

．
ど

ち
ら

と
も

い

え
な

い
」

ま
で

の
５

段
階

か
ら

そ
れ

ぞ
れ

1
つ

ず
つ

選
び

、
○

印
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

 

 

 
１

．
大

い
に

頼
り

に
な

る

２
．

あ
る

程

度
、

頼
り

に
な

る
 

３
．

あ
ま

り
頼

り
に

で
き

な

い
 

４
．

全
く

頼

り
に

で
き

な

い
 

５
．ど

ち
ら

と

も
い

え
な

い

①
市

役
所

・
町

村
役

場
等

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 

②
学

校
、

病
院

等
の

公
的

機
関

等
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

③
警

察
や

交
番

等
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

④
地

域
の

諸
団

体
そ

の
１

 

（
自

治
会

等
の

地
縁

団
体

）
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

⑤
地

域
の

諸
団

体
そ

の
２

 

（
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
・

N
PO

・
市

民
活

動
団

体
） 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

⑥
勤

務
先

（
会

社
等

）
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

⑦
近

所
の

人
々

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 

⑧
家

族
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

⑨
親

戚
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

⑩
友

人
・

知
人

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 

⑪
職

場
の

同
僚

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 

  ４
－

（
４

）
あ

な
た

は
、

普
段

ご
自

分
で

健
康

だ
と

思
い

ま
す

か
。

 

次
の

１
か

ら
４

の
中

か
ら

、
あ

て
は

ま
る

番
号

を
１

つ
だ

け
選

び
、
○

印
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

 

 

１
．

と
て

も
健

康
だ

  
２

．
ま

あ
健

康
な

方
だ

  
３

．
あ

ま
り

健
康

で
な

い
 

 ４
．

健
康

で
は

な
い

 

一
一
一



『
暮
ら
し
の
安
心
・
信
頼
・
社
会
参
加
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
』
二
〇
一
〇
年
社
会
関
係
資
本
全
国
調
査
の
概
要
（
稲
葉
）

（
一
二
九
）

6
．

全
員

の
方

へ
許

容
度

に
つ

い
て

お
伺

い
し

ま
す

 

次
の

そ
れ

ぞ
れ

に
つ

い
て

あ
な

た
は

ど
う

思
い

ま
す

か
。

全
く

正
し

い
（

認
め

ら
れ

る
）

と
思

い
ま

す
か

、
 

そ
れ

と
も

全
く

間
違

っ
て

い
る

（
認

め
ら

れ
な

い
）

と
思

い
ま

す
か

。「
１

」
は

「
全

く
間

違
っ

て
い

る
（

認
 

め
ら

れ
な

い
）
」

を
、

ま
た

「
１

０
」

は
「

全
く

正
し

い
（

認
め

ら
れ

る
）
」

を
示

す
と

し
ま

す
。

１
か

ら
1

0
 

ま
で

の
数

字
で

あ
て

は
ま

る
も

の
を

１
つ

お
答

え
く

だ
さ

い
。（

そ
れ

ぞ
れ

１
～

１
０

の
い

ず
れ

か
の

番
号

を
、

マ
ル

で
囲

ん
で

く
だ

さ
い

。）
 

 ６
－

１
 

資
格

が
な

い
の

に
国

の
年

金
や

医
療

給
付

な
ど

を
要

求
す

る
。

 

１
 

 
 

２
 

 
 

３
 

 
 

４
 

 
 

５
 

 
 

６
 

 
 

７
 

 
 

８
 

 
 

９
 

 
 

１
０

 

【
認

め
ら

れ
な

い
】

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
認

め
ら

れ
る

】
 

  ６
－

２
 

公
共

交
通

機
関

の
料

金
を

ご
ま

か
す

。
 

１
 

 
 

２
 

 
 

３
 

 
 

４
 

 
 

５
 

 
 

６
 

 
 

７
 

 
 

８
 

 
 

９
 

 
 

１
０

 

【
認

め
ら

れ
な

い
】

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
認

め
ら

れ
る

】
 

 
 

 

 ６
－

３
 

脱
税

。
 

１
 

 
 

２
 

 
 

３
 

 
 

４
 

 
 

５
 

 
 

６
 

 
 

７
 

 
 

８
 

 
 

９
 

 
 

１
０

 

【
認

め
ら

れ
な

い
】

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
認

め
ら

れ
る

】
 

  ６
－

４
 

仕
事

に
関

し
て

ワ
イ

ロ
を

受
け

取
る

。
 

１
 

 
 

２
 

 
 

３
 

 
 

４
 

 
 

５
 

 
 

６
 

 
 

７
 

 
 

８
 

 
 

９
 

 
 

１
０

 

【
認

め
ら

れ
な

い
】

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
認

め
ら

れ
る

】
 

   ７
．

最
後

に
あ

な
た

自
身

の
こ

と
に

つ
い

て
お

伺
い

し
ま

す
 

 以
下

の
各

問
に

つ
い

て
、

あ
て

は
ま

る
項

目
を

そ
れ

ぞ
れ

１
つ

ず
つ

選
び

、
○

印
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

 
 7

－
（

１
）

あ
な

た
の

性
別

を
お

答
え

く
だ

さ
い

。
 

 
 
１

．
男

性
 
 
 
 
  

 
２

．
女

性
 

 7
－

（
２

）
あ

な
た

の
満

年
齢

を
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
 

（
 

 
 

 
 

 
 

 
）

歳
 

 7
－

（
３

）
あ

な
た

の
現

在
お

住
ま

い
の

地
域

の
郵

便
番

号
を

ご
記

入
く

だ
さ

い
。

 

 
 

 
 

 
 

―
 

 

5
．

全
員

の
方

へ
寄

付
・

募
金

活
動

に
つ

い
て

お
伺

い
し

ま
す

 

5
－

（
１

）
あ

な
た

は
、

こ
の

1
年

間
（

2
0

0
9

年
９

月
～

2
0

1
0

年
８

月
）

に
現

金
も

し
く

は
現

物
に

よ
る

寄

付
活

動
を

さ
れ

ま
し

た
か

。
以

下
に

挙
げ

る
(ア

)か
ら

(サ
)ま

で
の

そ
れ

ぞ
れ

の
活

動
に

つ
い

て
、

あ
て

は
ま

る
も

の
す

べ
て

に
、

○
印

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。
 

 
寄

付
先

の
活

動
 

１
．

金
銭

に
よ

る
寄

付
を

し
た

２
．

現
物

に
よ

る
寄

付
を

し
た

 

３
．

寄
付

は
し

て
い

な
い

 

(ア
) 

・
各

種
募

金
 

例
：

赤
い

羽
根

募
金

（
1

0
月

）
・

歳
末

助
け

合
い

運
動

（
1

2
月

）・
日

本
赤

十
字

へ
の

寄
付

や
社

員
へ

の
応

募
・

交
通

遺
児

育
英

会
（

あ
し

な
が

お
じ

さ
ん

）・
テ

レ
ビ

局
主

催
の

チ
ャ

リ
テ

ィ
（

2
4

時
間

テ
レ

ビ
）
・

郵
便

局
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

貯
金

（
通

帳
に

寄
付

額
の

記
帳

あ
り

）・
国

土
緑

化
推

進
機

構
（

緑
の

羽
根

）・
ク

レ
ジ

ッ
ト

カ
ー

ド
を

通
じ

た
寄

付
、

コ
ン

ビ
ニ

の
レ

ジ
に

設
置

さ
れ

て
い

る
各

種
募

金
箱

等
 

１
 

２
 

３
 

(イ
) 

・
健

康
や

医
療

サ
ー

ビ
ス

に
関

係
し

た
活

動
 

例
：

車
椅

子
の

提
供

、
献

血
、

入
院

患
者

の
話

し
相

手
、

薬
に

関
す

る
デ

ー
タ

提
供

等
 

・
高

齢
者

・
障

害
者

を
対

象
と

し
た

活
動

 
例

：
高

齢
者

の
日

常
の

生
活

の
手

助
け

、
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
、

一
人

暮
ら

し
の

高
齢

者
支

援
、

手
話

、
点

訳
、

朗
読

、
盲

導
犬

育
成

、
障

害
者

の
社

会
参

加
の

協
力

等
 

１
 

２
 

３
 

(ウ
) 

・
子

ど
も

・
教

育
を

対
象

と
し

た
活

動
 

例
：

教
育

全
般

、
子

ど
も

会
の

世
話

、
子

育
て

支
援

、
電

話
相

談
、

子
ど

も
の

安
全

を
守

る
等

 
１

 
２

 
３

 

(エ
) 

・
ス

ポ
ー

ツ
・

文
化

・
芸

術
に

関
す

る
活

動
 

例
：

ス
ポ

ー
ツ

を
教

え
る

、
普

及
さ

せ
る

、
美

術
館

ガ
イ

ド
、

文
化

財
の

保
護

、
芸

術
家

の
支

援
、

図
書

館
へ

の
本

の
寄

贈
な

ど
 

１
 

２
 

３
 

(オ
) 

・
ま

ち
づ

く
り

の
た

め
の

活
動

 
例

：
道

路
や

公
園

の
清

掃
、

ま
ち

の
景

観
保

全
、

道
路

の
バ

リ
ア

フ
リ

ー
化

、
ま

ち
の

活
性

化
、

地
元

の
お

祭
り

な
ど

 
１

 
２

 
３

 

(カ
) 

・
環

境
保

全
の

た
め

の
活

動
 

例
：

野
鳥

の
観

察
、

植
林

・
植

樹
、

リ
サ

イ
ク

ル
、

ご
み

削
減

、
温

暖
化

防
止

、
省

エ
ネ

な
ど

 
１

 
２

 
３

 

(キ
) 

・
安

全
な

生
活

の
た

め
の

活
動

 
例

：
防

災
、

防
犯

、
交

通
安

全
、

被
災

者
へ

の
義

援
金

や
救

援
物

資
 
等

 
１

 
２

 
３

 

(ク
) 

・
国

際
協

力
の

た
め

の
活

動
 

例
：

途
上

国
支

援
、

Ｈ
Ｉ

Ｖ
に

関
す

る
活

動
等

 
１

 
２

 
３

 

(ケ
) 

・
国

や
地

方
公

共
団

体
 

１
 

２
 

３
 

(コ
) 

・
宗

教
団

体
 

１
 

２
 

３
 

(サ
) 

・
そ

の
他

の
団

体
 

（
具

体
的

に
ご

記
入

く
だ

さ
い

：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

１
 

２
 

３
 

 5
－

（
２

）
こ

の
1

年
間

（
2

0
0

９
年

９
月

～
2

0
1

0
年

８
月

）
に

、
ど

れ
く

ら
い

の
現

金
も

し
く

は
現

物

に
よ

る
寄

付
・

募
金

活
動

を
さ

れ
ま

し
た

か
。

現
物

に
よ

る
も

の
は

相
当

額
に

換
算

し
、

１
年

間

の
総

額
と

し
て

、
以

下
か

ら
あ

て
は

ま
る

番
号

を
１

つ
だ

け
選

び
、

○
印

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。
 

１
．

１
０

０
円

未
満

 
 

２
．

１
０

０
円

～
１

０
０

０
円

未
満

 

３
．

１
０

０
０

円
～

５
０

０
０

円
未

満
 

４
．

５
０

０
０

円
～

１
万

円
未

満
 

５
．

１
万

円
～

５
万

円
未

満
 

６
．

５
万

円
～

1
0

万
円

未
満

 

７
．

1
0

万
円

以
上

 

８
．

寄
付

・
募

金
は

し
て

い
な

い
 

一
一
一



政
経
研
究　

第
四
十
八
巻
第
一
号
（
二
〇
一
一
年
七
月
）

（
一
三
〇
）

７
－

（
1

１
）

ご
家

族
全

部
を

あ
わ

せ
た

、
去

年
１

年
間

の
収

入
（

ボ
ー

ナ
ス

含
む

、
税

込
み

）
を

お
答

え

く
だ

さ
い

。
 

１
．

2
0

0
万

円
未

満
 
 

２
．

2
0

0
万

円
～

4
0

0
万

円
未

満
 

３
．

4
0

0
万

円
～

6
0

0
万

円
未

満
 

４
．

6
0

0
万

円
～

8
0

0
万

円
未

満
 

５
．

8
0

0
万

円
～

1
,0

0
0

万
円

未
満

 

６
．

1
,0

0
0

万
円

～
1

,2
0

0
万

円
未

満
 

７
．

1
,2

0
0

万
円

以
上

 

８
．

わ
か

ら
な

い
 

  
ご

協
力

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

 
  

7
－

（
４

）
あ

な
た

の
職

業
を

お
答

え
く

だ
さ

い
。

 
１

．
自

営
業

、
ま

た
は

そ
の

手
伝

い
 

２
．

民
間

企
業

・
団

体
の

経
営

者
、

役
員

 

３
．

民
間

企
業

・
団

体
の

勤
め

人
 

４
．

公
務

員
・

教
員

 

５
．

臨
時

・
パ

ー
ト

勤
め

人
 

６
．

学
生

 

７
．

無
職

 

８
．

専
業

主
婦

・
主

夫
 

９
．

そ
の

他
（

 
 
  

 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
）

 

 7
－

（
５

）
居

住
形

態
を

お
答

え
く

だ
さ

い
。

 

１
．

持
ち

家
（

一
戸

建
て

）
 
 

２
．

持
ち

家
（

集
合

住
宅

）
 

３
．

民
間

の
借

家
（

一
戸

建
て

、
集

合
住

宅
）

４
．

給
与

住
宅

（
社

宅
、

公
務

員
住

宅
）

 

５
．

公
営

の
借

家
（

住
宅

公
団

、
住

宅
供

給
公

社
、

県
営

・
市

営
住

宅
な

ど
）

 

６
．

借
間

、
下

宿
 

７
．

住
み

込
み

、
寄

宿
舎

、
独

身
寮

な
ど

 

８
．

そ
の

他
（

 
 
  

 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
）

 7
－

（
６

）
現

在
の

地
域

（
市

区
町

村
）

で
の

居
住

年
数

を
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
 

（
 

 
 

 
 

 
 

 
）

年
 

 

 7
－

（
７

）
今

後
も

現
在

お
住

ま
い

の
地

域
（

市
区

町
村

）
に

住
み

続
け

た
い

で
す

か
。

 

１
．

住
み

続
け

た
い

 
 
 
 ２

．
ど

ち
ら

で
も

い
い

 
 

３
．

地
域

外
に

引
っ

越
し

た
い

 

  7
－

（
８

）
同

居
し

て
い

る
人

が
い

ま
す

か
。

い
る

人
は

以
下

の
質

問
に

つ
い

て
も

お
答

え
く

だ
さ

い
。

 

 
 

 

 
１

．
一

人
暮

ら
し

 
 

 
 

 
２

．
同

居
人

が
い

る
 

 

同
居

の
親

（
配

偶
者

の
親

も
含

む
）

 
１

．
い

る
 

→
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

人
 

２
．

い
な

い
 

配
偶

者
 

１
．

同
居

の
配

偶
者

あ
り

 
 

 
 

２
．

別
居

の
配

偶
者

あ
り

 
 

 
 

３
．

配
偶

者
は

い
な

い
 

そ
の

他
の

同
居

人
（

祖
父

母
、

兄
弟

、
子

ど
も

な
ど

）
 

１
 

い
る

 
→

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
人

２
．

い
な

い
 

同
居

し
て

い
る

合
計

人
数

（
自

分
を

含
め

な
い

で
お

答
え

く
だ

さ
い

）
 

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
人

 

  7
－

（
９

）
最

終
学

歴
を

お
答

え
く

だ
さ

い
。

 

１
．

小
中

学
校

 
２

．
高

等
学

校
 

３
．

専
修

学
校

・
各

種
学

校
 

４
．

高
専

・
短

期
大

学
 

５
．

大
学

 
 

 
６

．
大

学
院

 
 

７
．

そ
の

他
 

  ７
－

（
１

０
）

主
と

し
て

、
あ

な
た

の
世

帯
を

経
済

的
に

支
え

て
い

る
方

は
ど

な
た

で
す

か
。

 
１

．
あ

な
た

ご
自

身
 
 

  
２

．
あ

な
た

以
外

の
ご

家
族

の
方

 
 

３
．

そ
の

他
 

 

一
一
一


